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希望に満ちた　新たな門出。
１月11日（日）田原市総合体育館で、田原市成人式が開催され、男性
３９９名、女性３８９名の計７８８名の皆さんが新成人となり、大人
への一歩を踏み出しました。
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二十歳の決意
新成人代表の
皆さんから

20
年
前
を
振
り
返
る

二十歳という大きな節目と
なる成人式を迎えることが
できた。支えてくださった周
りの方々への感謝の気持ち
を忘れず、次は周りの人を支
えられるような立派な大人
になりたい。

加藤竜一さん
（野田中学校区）

成人式を迎え、どんな時も
背中を押し応援してくれた
方々に感謝の気持ちを伝え
たい。これからも、笑顔を絶
やさず常に向上心を持ち、目
標に向かって努力していき
たい。

藤岡芹さん
（赤羽根中学校区）

成人式を迎え、成人の仲間入
りができたことをとてもう
れしく思う。これからは、大
人としての自覚と責任を持
ち、自分の目標達成のために
努力を惜しまない人間にな
りたい。

石川裕也さん
（泉中学校区）

二十歳という節目の年を迎
えて、今までの「なんとかな
る」という楽観的な考え方を
やめ、これからは責任のある
行動をとりたい。そして、こ
れまで支えてくれた方々に
感謝したい。

河合彩芽さん
（福江中学校区）

無事成人式を迎えられ、今日
まで私を育ててくれた親や、
支えてくれた方々に感謝し
たい。これからは、周りに気
配りをしつつ、失敗を恐れな
いチャレンジ精神で飛躍し
ていきたい。

渡會裕斗さん
（伊良湖岬中学校区）

両親をはじめ、多くの方々に
支えられ二十歳という節目
の年を迎えることができた。
まだまだ未熟であるが、これ
まで以上に自信の行動に責
任を持ち、社会に貢献できる
ような人になりたい。

上藤大輔さん
（田原中学校区）

成人式を無事に迎えること
ができ、喜びと今まで育てて
くれた家族への感謝の気持
ちで一杯だ。人との出会いを
大切にし、社会人としての自
覚と責任を持ち、夢に向かい
私らしく歩みたい。

山崎令央奈さん
（東部中学校区）

世
の
中
の
主
な
出
来
事

平
成
６
年［
１
９
９
４
年
］

６
月
◦
松
本
サ
リ
ン
事
件

7
月
◦
日
本
人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行
士
・
向

井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
へ

９
月
◦
関
西
国
際
空
港
開
港

10
月
◦
作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
が
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
を
受
賞

11
月
◦
年
金
改
革
法
が
成
立

平
成
７
年［
１
９
９
５
年
］

１
月
◦
阪
神
大
震
災

新
語
・
流
行
語

「
す
っ
た
も
ん
だ
が
あ
り
ま
し
た
」「
イ
チ

ロ
ー
効
果
」「
同
情
す
る
な
ら
カ
ネ
を
く
れ
」

な
ど

田
原
市
の
出
来
事

平
成
６
年［
１
９
９
４
年
］

４
月
◦
蔵
王
山
展
望
台
完
成（
田
原
町
）

10
月
◦
第
49
回
国
民
体
育
大
会「
わ
か
し
ゃ

ち
国
体
」開
催（
田
原
町
・
赤
羽
根
町
・
渥
美

町
）

10
月
◦
愛
知
の
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
、福

江
漁
港
で
開
催（
渥
美
町
）
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小
規
模
校
の
適
正
化
と
津
波
地
震
災

害
へ
の
防
災
対
策
を
図
る
た
め
、

市
教
育
委
員
会
で
は
、昨
年
度
第
１
次
方

針
と
し
て
小
中
学
校
の「
再
編
基
本
方
針
」

を
定
め
ま
し
た
。そ
れ
に
基
づ
き
和
地
小
、

堀
切
小
、伊
良
湖
小
を
統
合
し
伊
良
湖
岬

小
と
す
る
こ
と
や
、伊
良
湖
岬
中
を
統
合

す
る
こ
と
を
地
元
と
合
意
し
ま
し
た
。ま

た
、野
田
中
の
田
原
中
へ
の
統
合
も
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
こ
う
し
た
過
程
で
地
域
か
ら

出
さ
れ
た
多
く
の
意
見
を
踏
ま
え
、第
２

次
方
針
と
し
て
田
原
市
全
体
の「
学
校
全

体
配
置
計
画
」を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

▪
小
中
学
校
の
小
規
模
化
の
現
状

　

学
校
の
小

規
模
化
は
深

刻
で
す
。
教

育
環
境
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
生
じ

る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
10
年
度
と
平
成
26
年
度
の
比
較
で

は
、小
学
校
で
は
、児
童
数
４
８
７
４
人
か
ら

３
４
２
９
人
へ
と
約
30
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、２
７
３
７
人
か
ら
１
８
２
７
人

へ
と
約
33
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

▪
児
童
生
徒
が
少
な
く
な
る
と

　

こ
の
間
、各
地
域
の「
学
校
を
考
え
る

会
」で
は
、小
規
模
化
に
伴
い
、保
護
者
や

学
校
に
次
の
よ
う
な
心
配
が
あ
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

◦
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
て
学
び
合
い
、

切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少
な
く
な
る
。

◦
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
ず
、交
友
関
係
が

固
定
化
さ
れ
や
す
い
。

◦
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
、音
楽
活
動

な
ど
の
集
団
教
育
活
動
や
部
活
動
な
ど

に
制
約
が
あ
る
。

◦
教
職
員
数
が
少
な
く
な
り
、教
職
経
験
・

教
科
な
ど
を
踏
ま
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
教
員
配
置
が
行
い
に
く
い
。

　

そ
こ
で
再
編
の
基
本
方
針
で
は
、学

校
の
適
正
規
模
は
学
校
全
体
の
生
徒
数

１
２
０
人
以
上
、１
学
級
平
均
20
人
以
上

と
し
て
い
ま
す
。

▪
学
校
全
体
配
置
計
画
の
特
徴
は

　

今
回
の
学
校
全
体
配
置
計
画
の
特
徴
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
小
学
校
20
校
を
11
校
に
、中
学
校
７
校

を
４
校
に
再
編
し
、市
内
27
校
を
15
校

と
す
る
大
き
な
改
革
で
す
。

②
計
画
期
間
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
、前
半
５
年

を
第
１
期
、後
半
５
年
を
第
２
期
と
し

て
計
画
的
か
つ
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
学
校
再
編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
学
校
再
編
に
あ
た
っ
て
は
校
区
単
位
を

原
則
に
隣
接
学
校
へ
の
再
編
を
基
本
と

し
、当
該
校
区
で
の
十
分
な
協
議
を
も

と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
学
校
全
体
配
置
計
画
全
般
も
、広
く
市

民
と
意
見
交
換
を
重
ね
、協
働
し
て
新

し
い
田
原
市
の
教
育
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

学
校
全
体
配
置
計
画
や
学
校
再
編
に
関

し
て
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
企
画
室
☎
27
局
８
６
０
４

市政の話題

1
R

eorganization of school

「
学
校
全
体
配
置
計
画
」を
策
定

田
原
市
小
中
学
校
の
再
編
に
向
け
て

中学校の再編

小学校の再編●●小

若戸小

赤羽根小
高松小

田原
南部小

田原
東部小

衣笠小

神戸小

六連小

田原
中部小

童浦小

大草小

福江小
清田小

泉小

野田小

堀切小
和地小

伊良湖小

中山小

亀山小

東部中
野田中

福江中 泉中

赤羽根中

伊良湖岬中

伊良湖岬小

田原中

■学校全体配置計画（概要）
区分 第１期

（H27 ～ H31）
第 2 期

（H32 ～ H36）

小学校

和地小
堀切小　　　⇒伊良湖岬小　H27.4.1
伊良湖小

六連小　　　⇒田原東部小（未定）

大草小　　　 ⇒神戸小
田原南部小　 ⇒衣笠小
高松小・若戸小⇒赤羽根小
亀山小　　　 ⇒中山小
清田小　　　 ⇒福江小

中学校
野田中　　⇒田原中　H28.4.1
伊良湖岬中⇒赤羽根中あるいは福江中　H30泉中　　　⇒赤羽根中あるいは福江中

■学校全体配置計画図

●伊良湖岬小となる和地小学校校舎
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田

面
の
設
施
共
公
る
す
有
保
が
市
原

・
６
り
た
当
人
１
口
人、
は
積

10
㎡

・
３
準

45

り
な
か
も
て
し
較
比
と
人
／
㎡

後
築
建
が
割
６
約

20

お
て
し
過
経
上
以
年

時
の
ど
な
修
改
や
新
更
の
設
施、
後
今、
り

が
と
こ
る
す
迫
圧
を
政
財、
り
な
重
が
期

。
す
ま
れ
さ
測
予

　

成
平

26

あ
設
施
共
公
市
原
田
に
月
５
年

共
公
に
的
続
持、
ら
か
会
員
委
討
検
方
り

適
く
づ
基
に
能
機
「」
縮
圧
の
量
総
有
保
設

方
め
進
く
づ
基
に
点
視
の
ど
な」
置
配
正

世
来
将。
た
し
ま
け
受
を
申
答
て
い
つ
に

め
た
い
な
さ
残
を
担
負
政
財
な
き
大
に
代

示
を
方
え
考
な
的
本
基
の
設
施
共
公、
に

策
を」
画
計
化
正
適
設
施
共
公
市
原
田
「す

。
た
し
ま
し
定

針
方
体
全

化
適
最
の
能
機

点
観
の
り
く
づ
ち
ま

化
命
寿
長
と
保
確
の
質

用
活
効
有
の
産
財

標
目
減
縮

　

後
今

20

で
間
年

30

減
縮
の
％

設
施
ら
が
な
し
縮
圧
を
量
総
有
保
設
施
※

。
す
ま
し
減
縮
を
用
費
る
か
か
に

　

所
設
施、
き
づ
基
に
針
方
の
こ、
は
後
今

共
公
る
い
て
し
供
提、
て
い
お
に
署
部
管

お
に
り
く
づ
ち
ま
の
体
全
市、
た
ま。
す
ま

適、
ど
な
置
配
や
割
役
の
設
施
共
公
る
け

実
化
正
適
設
施
共
公、
め
た
る
図
を
化
正

。
す
ま
き
い
て
し
定
策
を）
称
仮
（画
計
施

。
い
さ
だ

課
画
企
営
経
▼

☎
27

３
０
６
８
局

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

河
三
東
「

を」
合
連
域
広

に
問
疑
の
ん
さ
皆、
め
た
く
だ
た
い
て

。
す
ま
し
え
答
お　

？
は
い
違
の
と
庁
県
河
三
東

　

で
織
組
の
県
知
愛、
は
庁
県
河
三
東

す
ま
り
な
異
が
容
内
務
業
め
た
る
あ

・県
、
は
て
し
対
に
題
課
な
的
域
広、
が

を
担
分
割
役
と
合
連
域
広
・
村
町
市

組
り
取
て
し
力
協・
携
連
に
互
相、
し

。
す
ま
き
い
で
ん

　
　

　

な
に
こ
ど
は
所
務
事
の
合
連
域
広

？
の
る

　

豊、
る
あ
に
側
南
の
所
役
市
橋
豊

目
丁
二
通
町
八
市

16

ま
り
な
に
地
番

。
す　

。
い
さ
だ
く
て
し
照
参
を
図
下
※　

る
す
が
誰
は
事
仕
の
合
連
域
広？

の
　

ま
遣
派
が
員
職
村
町
市
の
河
三
東

。
す
ま
い
行
り
よ
に
務
兼
は
た

　

？
は
に
る
知
を
報
情
の
合
連
域
広

　

載
掲
を
報
情
の
ど
な
業
事
や
算
予

、
し
行
発
度
程
回
２
年
を
紙
報
広
た
し

象
対
を
帯
世
全
の
村
町
市
８
河
三
東

さ
る
す
関
に
合
連
域
広、
し
設
開
を

ま
し
え
伝
お
時
随
を
報
情
な
ま
ざ
ます

。

会
議
協
域
広
河
三
東
▼☎

）
２
３
５
０
（

35

０
０
０
６
局

http://w
w
w
.east-m

ikaw
a.jp/

課
進
推
策
政
▼

☎
23

７
０
５
３
局

F
acility M

anagem
ent を

画
計
化
正
適
設
施
共
公
市
原
田

た
し
ま
し
定
策

5

2
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《
確
定
申
告
が
必
要
な
方
》

❶
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
っ

た
方
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
た
方
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
、か
つ
、

そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
た
方
、

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
、
源
泉
徴
収
税

額
有
り
の
特
定
口
座
以
外
で
株
式
等
を
譲

渡
し
利
益
が
あ
っ
た
方
な
ど
の
う
ち
、
平

成
26
年
中
の
所
得
が
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
た
方　

❷
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給

与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
た

方
、２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

た
方
《
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
》

❶
印
鑑
（
新
規
に
口
座
振
替
で
の
納
税
を
申

し
込
む
場
合
は
通
帳
印
）　

❷
申
告
書
ま
た

は
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
（
届
い
た
方
）

❸
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
）

❹
源
泉
徴
収
票（
金
額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、

複
数
枚
あ
る
場
合
は
す
べ
て
）　

❺
収
支
内

訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
収
入
が
あ
る

方
の
み
。
平
成
25
年
分
収
支
内
訳
書
の
控
え
、

平
成
27
年
度
分
償
却
資
産
申
告
書
の
控
え
も

併
せ
て
持
参
）
❻
固
定
資
産
税
課
税
明
細

書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
、
固
定
資

産
税
を
経
費
と
す
る
事
業
収
入
が
あ
る
方
の

み
。
平
成
26
年
５
月
に
送
付
済
み
）　

❼
医

療
費
の
領
収
書
と
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
医
療
費
控

除
を
受
け
る
方
の
み
）　

❽
上
場
株
式
配
当

等
の
支
払
通
知
書
ま
た
は
特
定
口
座
年
間

取
引
報
告
書　

❾
本
人
名
義
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

《
申
告
す
る
と
税
金
が
戻
る
場
合
》

　

次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
や

予
定
納
税
を
し
た

税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
年
の
途
中
で

退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
場

合　

❷
医
療
費
を
多
く
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）　

❸
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
取
得
し
た
場
合

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）　

❹
災
害
や
盗

難
に
遭
っ
た
場
合
（
雑
損
控
除
）　

❺
予
定

納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な

く
な
っ
た
場
合

※
❶
・
❷
は
、
２
月
２
日
（
月
）
か
ら
豊

2.16月

▲ 3.16月
（午前9時から午後4時）

※土曜日・日曜日は除く

＝申告は、正しくお早めに＝

▼豊橋税務署
　☎（０５３２）５２局６２０１

▼税務課
　☎２３局３５０９
　　２３局０１８０

ご不明な点など、
お気軽にお問い合わせください。

確定
申告

橋
税
務
署
お
よ
び
市
役
所
税
務
課
で
還
付

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
復
興
特
別
所
得

税
額
」欄
の
記
載
も
れ
の
な
い
よ
う
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

《
申
告
書
は
自
分
で
ご
記
入
を
》

　

申
告
書
の
記
入
は
難
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
税
を
理
解
す
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
自
分
で
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）か
ら
も
作
成
で

き
ま
す
。
ま
た
、ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）

に
よ
る
送
信
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

《
休
日
に
お
け
る
確
定
申
告
の
受
付
》

　

豊
橋
税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中
の
休

日
（
２
日
間
）
に
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
22
日
（
日
）・
３
月
１
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
申
告
書

の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
午

後
４
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦
場
所
＝
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
合
同
庁
舎

内
）

《
そ
の
他
の
申
告
に
つ
い
て
》

　

豊
橋
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
を
３
月

31
日
（
火
）、
贈
与
税
の
申
告
を
３
月
16

日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

所
得
税

　

個
人
が
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

１
年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る
国

の
税
金
で
す
。

復
興
特
別

所
得
税

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年

分
ま
で
の
各
年
分
の
基
準
所
得
税

額
に
２・１
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計

算
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

49
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ず

る
所
得
に
つ
い
て

は
、源
泉
所
得

税
の
徴
収
の
際

に
復
興
特
別
所

得
税
が
併
せ
て

徴
収
さ
れ
て
い

ま
す
。

平成27年2月1日 │　 │6



《
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
》

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
田
原
市
に

住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

❶
事
業
収
入
・
給
与
・
年
金
収
入
な
ど
の

あ
る
方　

❷
収
入
は
な
い
が
、
ど
な
た
の

扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方　

❸
収
入
は

な
い
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方　

❹
収
入
は
な
い
が
、
介
護
保
険
の

第
１
号
被
保
険
者
の
方
（
65
歳
以
上
の
方
）

※
❶
～
❹
に
該
当
し
て
も
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
市
県
民
税
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
市
県
民
税
の
申
告
》

　

申
告
書
は
、
市
県
民
税
の
税
額
を
正
し

く
算
出
す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
が

な
い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
の
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減
や
減
免
が

受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、
市
営
住
宅
、
融
資
、

児
童
手
当
、
保
育
園
な
ど
の
申
請
に
必
要

な
所
得
証
明
書
な
ど
も
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
確
定
申
告
が
必
要
な
の
か
、
市
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
の
か
は
、
収
入
状
況

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
で
申
告

す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

介護保険の認定を受けた方の
おむつ代にかかる医療費控除
　医師が「おむつを使用することが必要」
と認めた方のおむつ代は、医療費控除の
対象となります。申告には、医師が発行す
る「おむつ使用証明書」が必要ですが、こ
の控除を受けるのが２年目以降の方は、
高齢福祉課でも証明書を交付しています。

介護保険の認定を受けた方の
障害者控除
　認定に係る主治医意見書で、障害の程
度や寝たきりであることが確認できれば、
障害者控除の対象となります。申告には、
高齢福祉課で交付する「認定書」が必要
です。（ただし、身体障害者手帳をお持ち
の方を除きます。）

※証明書・認定書の発行に関する手続き
など、詳しくはお問い合わせください。

▼ 高齢福祉課 ☎２３局３２１７

月/日 田原市役所
（大会議室）

渥美支所
（３０１会議室）

赤羽根市民センター
）

2/16 月 吉胡・木綿台・吉胡台・西浦・姫見台・光崎 宇津江・八王子・村松
高松校区　17 火 浦 江比間・馬伏

　18 水 川岸・漆田（1～3区）・神戸市場・青津・希望が丘・赤松・志田・新美 伊川津・石神・夕陽が浜
　19 木 長上・久美原・浜田・百 ・々新浜 山田・高木・折立

赤羽根校区　20 金 大久保 古田・長沢
　23 月 相川・谷熊・やぐま台 福江
　24 火 波瀬・片浜・片西・白谷 中山

若戸校区　25 水 雲明・東馬草・山ノ神・西馬草・仁崎 小中山
　26 木 芦・南・彦田・保井・今方・北海道・野田市場・ほると台 向山・保美・西山

27 金 大草・大草団地・南町・谷ノ口・東ヶ谷・東赤石・サンコート 亀山・伊良湖・日出

この期間には受付
を行いません。
田原市役所会場
または渥美支所
会場をご利用くだ
さい。

3/2 月 豊島・御殿山 堀切・和地一色
　 3 火 加治・赤石・衣笠・東滝頭 小塩津・和地・土田
　 4 水 萱町（1～3区）・本町・新町

地区の指定はありま
せん。どなたでも申告
できます。

　 5 木 一番東・一番西・三番組・四番組東・四番組西・四番組南・蔵王東ヶ丘・蔵王南ヶ丘
　 6 金 八軒家・藤七原・鎌田

9 月
　10 火 

11 水
12 木
13 金
16 月

この期間は地区別の指定はありませんが、例年大変混雑します。
できる限り早めに申告を行ってください。
※昨年、田原会場で電子申告をされた方は、必ず「利用者識別番号等」
　の分かる書類をお持ちください。

▼赤羽根市民センターでの受付は、２月16日（月）～26（木）の期間となります。2月27日（金）以降は、田原市役所会場または渥美支所会場をご利用くださ
い。なお、市・県民税申告書は随時受付します。

▼譲渡所得・先物取引・青色申告・消費税のある方は、税務署にて申告してください。（市内の各申告会場では受付を行いません。）

▼税理士による無料税務相談を、２月１6日（月）～３月3日（火）の期間に田原市役所会場にて行います。（渥美支所・赤羽根市民センターでは行いません。）

▼地区別指定日に都合の悪い方は、申告期間内の都合の良い日に申告してください。また、市内の方は、いずれの申告会場でも受け付けていますので、ご
都合の良い会場をご利用ください。

介護保険と医療費控除

◉確定申告相談日程表 受付時間▶午前９時～午後４時

市
県
民
税

　

個
人
が
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

１
年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る
県

と
市
の
税
金
で
す
。
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　みんなが自分らしく輝ける
　まちを目指して
第 7 回男女共同参画フェスティバル
開催日：平成 26 年 8 月 24 日日
場所：田原文化会館
主催：田原市男女共同参画推進懇話会

自分らしく活動する市民活動団体と市民とが交流し、男女共同参画の意識啓発、
人と人とのつながりが広がることを期待して、男女共同参画フェスティバル

を開催しました。
　今年度のテーマは「地域活動に
おける男女共同参画～わたしのま
ちの男女共同参画～」
　私たちの生活において、地域活
動は大変身近なものです。地域で
福祉、防災、国際交流、環境保全
などさまざまな市民活動を行っ
ている団体が活動発表や PR を行
い、参加団体同士や来場者と交流
を深めました。
　映画「そして父になる」の上映

会では、子どもの取り違えという事件を通して、家族とは何か？血の繋がりか共
に過ごした時間か？その愛ときずなを描いた作品に、会場は感動に包まれました。

　男女共同参画の視点からの避難所開設・運営訓練を行います。
　市民提案型委託事業（男女共同参画啓発事業）

　防災分野における男女共同参画の視点を取り入れた避難所運営の訓練実施は、
地域における男女共同参画の推進にもつながることが期待できます。男女双方の
視点に配慮した対策を一緒に考えてみませんか？
　大災害はいつ起きるかわかりません。いざとい
う時慌てないためにも、ぜひご参加ください。
日時：2 月 21 日土午前 10 時～
テーマ：「共に支え、助け合う避難所つくり」
内容：DVD 視聴、避難所設営訓練、炊き出し訓練
場所：若戸市民館　多目的ホールほか
参加費：無料
受託：提案団体「まなびの会」
問合せ・申込み先：若戸市民館☎ 45 局 4300

　男性も女性も清掃活動や見守り活動などの地域活動に参加して、みんなで
地域づくりをしていきましょう。支え合い、協力することで、みんなにとっ
て暮らしやすい、いきいきしたまちになります。

性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
に

意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
、「
み
ん
な
が
自
分
ら
し

く
輝
け
る
ま
ち
・
た
は
ら
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

男
女
が
お
互
い
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
身
近

な
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

た
は
ら
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー
ス
　
ウ
ォ
ー
ク・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

Vol.16

はじめに

～
共
に
考
え
・
共
に
歩
も
う
～

話題。街の

2014

▲ステージで活動発表する参加団体（多目的ホール）

▲会場のブースでお客さんと話す参加者
田原市の

男女共同参画シンボルマーク

男女が手と手を取り合って協
調し、心を一つにする様子を
表しています。
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男女共同参画推進懇話会
　「みんなが自分らしく輝けるまち・たはら」を実
現するため、市民、市民活動団体、事業者、行政が
連携して、それぞれが実現に向けた取り組みを行っ
ています。そんな田原市の男女共同参画を考える方
たちを紹介します。
※男女共同参画推進懇話会（懇話会）

河合凞
ひろ

人
と

さん
懇話会会長

（野田校区コミュニティ
協議会会長）

　　懇話会に参加して感じたことは？
　　いろんなご意見をお持ちの方がいらっしゃいま
すが、発言する機会があまりない。活動報告、イベン
トや事業の決定をするだけで終わってしまうのが現
状です。もっと委員のみなさんに色々な意見を発言し
てもらい、議論するような会にしていきたいです。

　　日ごろ取り組んでいる「男女共同参画」は？　
　　校区コミュニティの活動に女性が参加しやすいよ
うな意識づくり。

　　田原市に「男女共同参画」の視点から望むことは？
　　特定の人ではなく、幅広くいろんな人に役を担っ
てもらえるような体制を作ってほしいです。

　　懇話会委員として、市民のみなさんに伝えたい
ことは？　　
　　「男女平等」と言っても役割分担はありますので、
自分の役割をきちんと果たせば良いと思います。まち
づくりはみんなでやっていくものなので、女性も男性
も、積極的に地域の活動に参加してほしいですね。

永田みよ江さん
懇話会委員

　　懇話会に応募した理由は？　　　
　　愛知県男女共同参画人材育成セミナーに参加した
後「学んだことを地域で実践する」のも楽しいかなと
考えたことがきっかけでした。
　以前から、社会、職場、地域、家庭どこでも男女の
協力がなくては何事もうまく進まないという思いがあ
りました。懇話会委員にはさまざまな方が見えるので、
色々な考え方や実情を聞くことができると考えまし
た。
　　懇話会に参加して感じたことは？　　　
　　皆さんとの意見交換の中で、住みやすいまちは「異
なる意見の、多様な市民活動がある地域」。それが結
果として男女共同参画なのではないかと感じました。

　　日ごろ取り組んでいる「男女共同参画」は？　　
　　共働きしながら子育てを終え、今は息子や娘の共
働き支援をしています。また、ＮＰＯでの市民活動に
も取り組んでいます。

　　田原市に「男女共同参画」の視点から望むことは？
　　地域コミュニティ役員にはクオータ制（割当制）
を取り入れないと、女性が役員になることは非常に困
難だと思います。

　　懇話会委員として、市民のみなさんに伝えたい
ことは？　
　　社会のルールづくりには男女双方の意見交換が大
事。難しいことから簡単なことまで、そして家庭でも
地域でも同じことが言えると思います。
　女性が持っている力が生かされると、難しいと思わ
れていたことが単純化されて見えるような気がします。

市民協働課　☎23局3504　　23局0180　　kyoudou@city.tahara.aichi.jp

Free Style
自分らしく輝く

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

12

月

新
た
な
気
持
ち
で

走
り
初
め

1
月
2
日［
金
］

▲新たな年の幕開けにふさわしく、力強いスタートを切る小学生たち

　

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。毎

年
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
き
ね
を
振
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。こ
の

ほ
か
に
も
、甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
お
正
月
遊
び

コ
ー
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、来
場
者
の
明
る
い
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
3
日［
土
］

▲今年も楽しく、いっぱい遊べるといいね！

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

サ
ン
テ
の
新
春

　

田
原
市
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
田
原
市
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
渥
美
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
で
36
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大
会
に
は
、市

内
外
か
ら
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。家
族
や

仲
間
か
ら
の
声
援
を
受
け
た
参
加
者
は
、元
気
いっ
ぱ

い
に
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま

す
！

▪第２回全国中学校リズムダンスふれあい
   コンクール
　（東京都港区［１２／２６］）

◦伊良湖岬中３年生２６名

▪第14回全国小学生ソフトテニス
   大会
　（千葉県白子町［3／29～31］）

【写真左から】福井遥
はる

己
き

くん（童浦小４年）、
石
いし

灘
なだ

瑛
え

虹
にじ

くん（童浦小４年）、根
ね

木
ぎ

凌
りょう

汰
た

くん
（大草小６年）

平成27年2月1日 │　 │10



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

12

月

　

第
59
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
」が
群
馬
県
庁
を
発
着
点
と

す
る
７
区
間（
１
０
０
㎞
）で
開
催
さ
れ
、各
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
37
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

中
部
地
区
代
表
で
出
場
し
た
佐
藤
敏
信
監
督（
田

原
市
ふ
る
さ
と
大
使
）率
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
陸

上
長
距
離
部（
田
原
工
場
所
属
）は
、ス
タ
ー
ト
か
ら

上
位
で
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
し
、５
区
で
区
間
賞
の
走
り

で
先
頭
に
立
つ
と
、６
区
、７
区
で
も
区
間
賞
の
快
走

で
後
続
と
の
差
を
さ
ら
に
広
げ
、見
事
に
４
年
ぶ
り

２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

◎
佐
藤
監
督
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

田
原
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
力
と
な
り
、優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
手
７
人
が
ミ
ス
な
く
走
り
、特
に
向
か
い
風
と
な

る
区
間
で
は
、日
頃
か
ら
風
の
強
い
田
原
で
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。今
後
も
連
覇
で
き
る
よ

う
に
精
進
し
て
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
大
会
結
果（
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
陸
上
長
距
離
部
）

優
勝
：
4
時
間
51
分
41
秒

【
１
区（
12・3
㎞
）】34
分
53
秒【
2
区（
8・3
㎞
）】

23
分
５
秒
、3
区（
13
・
6
㎞
）】38
分
41
秒【
4
区

（
22
・
0
㎞
）】１
時
間
3
分
3
秒【
5
区（
15
・
8

㎞
）】47
分
19
秒（
区
間
賞
）【
6
区（
12・5
㎞
）】36

分
59
秒（
区
間
賞
）【
7
区（
15・5
㎞
）】47
分
41
秒

（
区
間
賞
）

再
び
全
国
の
頂
点
へ

感
動
を
あ
り
が
と
う

1
月
1
日［
木
］

▲全国の実業団駅伝チームの頂点に輝いたメンバー／平均年齢23歳の若き力が一体となり、上州路を駆け抜けました

▲

２区：ジョセフ・カマシ選手１区：藤本　拓選手

佐藤　敏信監督

３区：宮脇　千博選手

４区：窪田　忍選手 ５区：大石　港与選手 ６区：田中　秀幸選手

7 区：早川　翼選手

平成27年2月1日│　 │11



専
用
水
道
お
よ
び
井
戸
衛
生
管
理
業
務
員

▼
環
境
政
策
課
☎
23
局
３
５
４
１　

▪
東
部

資
源
化
セ
ン
タ
ー
業
務
員
、
赤
羽
根
環
境

セ
ン
タ
ー
業
務
員
、渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

業
務
員
、
第
二
東
部
最
終
処
分
場
業
務
員

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８　

▪
高
齢

者
世
帯
家
庭
訪
問
員
▼
高
齢
福
祉
課
☎
23

局
４
６
５
４　

▪
歯
科
衛
生
士
▼
健
康
課
☎

23
局
３
５
１
５　

▪
消
費
生
活
相
談
員
、
田

原
市
地
域
職
業
相
談
室
業
務
員
▼
商
工
観

光
課
☎
23
局
３
５
２
２　

▪
主
任
道
路
維

持
管
理
業
務
員
、
道
路
維
持
管
理
業
務
員
、

公
園
維
持
管
理
業
務
員
▼
維
持
管
理
課
☎

23
局
７
４
０
５　

▪
緑
花
セ
ン
タ
ー
管
理
業

務
員
▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23
局
３
５
２
４

▪
道
路
維
持
管
理
業
務
員
▼
地
域
課
（
渥

美
支
所
）
☎
33
局
１
１
１
８　

▪
学
校
司

書
、
主
務
学
校
司
書
▼
学
校
教
育
課
☎
23

局
３
６
７
９　

▪
図
書
館
司
書
、
主
務
図

書
館
司
書
▼
図
書
館
☎
23
局
４
９
４
６

◉
臨
時
職
員

▪
電
話
交
換
・
受
付
案
内
業
務
員
▼
財
政

課
☎
23
局
３
５
９
１　

▪
国
民
年
金
資
格

異
動
デ
ー
タ
入
力
業
務
員
▼
保
険
年
金

課
☎
23
局
２
１
４
９　

▪
狂
犬
病
予
防
注

射
事
務
補
助
員
▼
環
境
政
策
課
☎
23
局

３
５
４
１　

▪
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
作

業
員
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務

員
▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
嘱
託
員
・
臨
時
職
員

　

募
集
の
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.tahara.
aichi.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
嘱
託
員

▪
田
原
市
役
所
大
型
バ
ス
運
転
手
、
ラ
イ

フ
ラ
ン
ド
送
迎
運
転
手
▼
財
政
課
☎
23
局

３
５
９
１　

▪
税
務
課
窓
口
業
務
員
▼
税
務

課
☎
23
局
３
５
０
９　

▪
市
民
課
窓
口
業

務
員
▼
市
民
課
☎
23
局
３
５
１
１　

▪
診
療

報
酬
明
細
書
点
検
業
務
員
▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

▪
田
原
斎
場
・
渥
美
斎

場
火
葬
業
務
員
、
田
原
斎
場
庁
内
用
務
員
、

▪
医
療
介
護
連
携
関
係
業
務
員
▼
高
齢
福

祉
課
☎
23
局
４
６
５
４　

▪
田
原
福
祉
専

門
学
校
事
務
補
助
員
▼
田
原
福
祉
専
門
学

校
☎
22
局
３
９
３
９　

▪
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら
事
務
・
業
務
員
▼
☎
25
局
１
２
３
４

▪
観
光
デ
ー
タ
整
理
事
務
補
助
員
▼
商
工

観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２　

▪
公
園
管
理

作
業
員
▼
維
持
管
理
課
☎
23
局
７
４
０
５

▪
街
づ
く
り
推
進
課
事
務
補
助
員
、
緑
花

セ
ン
タ
ー
作
業
員
▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎

23
局
３
５
２
４　

▪
公
園
管
理
作
業
員
、

渥
美
文
化
会
館
・
郷
土
資
料
館
業
務
員
▼

地
域
課
（
渥
美
支
所
）
☎
33
局
１
１
１
８

▪
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
員
▼
☎
45
局

５
０
３
０　

▪
発
掘
作
業
・
出
土
品
整
理
業

務
員
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
指
導
員
、
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
業
務

員
▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５　

▪
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
施
設
業
務

員
☎
37
局
１
０
２
５　

▪
田
原
市
博
物
館

受
付
業
務
員
、
田
原
市
博
物
館
資
料
整
理
・

田
原
藩
日
記
等
翻
刻
事
務
補
助
業
務
員
、

池
ノ
原
会
館
施
設
業
務
員
▼
博
物
館
☎
22

局
１
７
２
０　

▪
図
書
館
業
務
員
▼
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

▪
田
原
文
化
会
館
施
設

業
務
員
、
赤
羽
根
文
化
会
館
施
設
業
務
員
、

中
央
公
園
施
設
業
務
員
、
赤
羽
根
文
化
広

場
施
設
業
務
員
、
渥
美
運
動
公
園
施
設
業

務
員
▼
ス
ポ
ー
ツ
課
（
田
原
文
化
会
館
）
☎

22
局
６
０
６
１

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。　▶広報秘書課☎22局0138
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き
の
こ
菌
打
ち
体
験
会　

参
加
者

　

た
は
ら
里
山
の
会
の
主
催
で
、
き
の
こ

菌
打
ち
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
の
里
山
で
間
伐
し
た
木
を
「
ホ
ダ

木
」
と
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
を
打
ち
ま

す
。「
ホ
ダ
木
」は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
た
だ
し
、
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
２
月
28
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ
（
雨
天

決
行
）　
▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら（
サ

ン
テ
ド
ー
ム
に
集
合
）　
▼
定
員
＝
30
名
（
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
「
ホ
ダ
木
」
代
と
し

て
５
０
０
円
／
本
（
１
名
２
本
ま
で
）　
▼
持

ち
物
＝
飲
み
物
・
軍
手
・
筆
記
用
具
・
雨
具

▼
服
装
＝
作
業
が
で
き
る
服
装　
▼
申
し
込

み
＝
２
月
19
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
た
は
ら
里
山
の
会
事
務
局
（
街
づ
く
り

推
進
課
内
）

☎
23
局
３
５
２
４

22
局
３
８
１
１

小
学
校
教
育
活
動
支
援
員

小
学
校
英
語
指
導
助
手

1
小
学
校
教
育
活
動
支
援
員

▼
対
象
＝
健
康
で
、
児
童
の
教
育
活
動
を

支
援
で
き
る
方
（
資
格
不
要
）　

▼
活
動

場
所
＝
市
内
小
学
校　

▼
活
動
内
容
＝
教

育
活
動
の
補
助
、
児
童
の
生
活
支
援　

▼
活
動
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分（
週

16
時
間
）　
▼
謝
礼
＝
時
間
額
１
０
０
０
円

2
小
学
校
英
語
指
導
助
手

▼
対
象
＝
英
語
が
堪
能
で
、
児
童
の
英
語

活
動
を
支
援
で
き
る
方　

▼
活
動
場
所
＝

市
内
小
学
校
（
１
～
４
校
）　

▼
活
動
内

容
＝
小
学
校
を
巡
回
し
、
英
語
活
動
の

指
導
助
手
と
し
て
授
業
を
支
援　

▼
活

動
形
態
＝
応
相
談　

▼
謝
礼
＝
時
間
額

２
０
０
０
円

◎
共
通
事
項

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日　

▼
選

考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
16
日
（
月
）
ま
で
に

学
校
教
育
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

田
原
福
祉
専
門
学
校 

平
成
26
年
度

公
開
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
者

▼
日
時
＝
２
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専

門
学
校
講
堂　

▼
内
容
＝
ノ
ー
リ
フ
ト
ポ

リ
シ
ー
の
考
え
方
と
実
践
方
法
に
つ
い
て

～
介
護
現
場
に
お
い
て
移
動
用
リ
フ
ト
な

ど
を
有
効
に
用
い
た
介
護
者
お
よ
び
利
用

者
の
負
担
軽
減
と
自
立
支
援
～　

▼
講
師

＝
篠
田
明
氏
（
理
学
療
法
士
／
全
国
ノ
ー

リ
フ
ト
施
設
協
議
会
）　

▼
定
員
＝
60
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

パブリックコメント

 意見募集！
　パブリックコメント手続制度に基づき、次の案件について意見
を募集します。
　より良いまちづくりのため、皆さんのご意見をお聞かせくださ
い。

▶意見募集期間＝2月10日火～3月9日月

2田原市観光基本計画改訂案
本市の交流人口を拡大させ、地
域の活性化を図るため、田原市
における観光振興のあり方を
定めた「田原市観光基本計画」
を改訂します。
担当課▶商工観光課 
☎ 23局3522

 22局3817
syoko@city.tahara.aichi.jp

1田原市シティセールス推進   
　計画案
市のブランド力向上のため、市民・
団体・事業者・行政の推進体制な
どを定めた「田原市シティセール
ス推進計画」を策定します。
担当課▶経営企画課 
☎ 27局8603

 23局0180
keieikikaku@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
①公表場所へ持参②郵便③ＦＡＸ④Ｅメール
住所、氏名、電話番号を明記のうえ提出してくだ
さい。（個々のご意見には直接回答しません。）

▪計画案の公表場所
各案件の担当課、市役所情報広場、赤羽根市民セン
ター、渥美支所地域課、中央図書館、市ホームページ

http://www.city.tahara.aichi.jp/

3田原市耐震改修促進計画   
　改訂案
震災から市民の生命および財産
を守るため、住宅および建築物の
耐震化の促進を図る「田原市耐
震改修促進計画」を改訂します。
担当課▶建築課 
☎ 23局3526

 22局3811
kentiku@city.tahara.aichi.jp
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議
す
る
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
活
動

し
て
い
る
団
体
に
所
属
し
、
田
原
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る

方　

▼
募
集
人
員
＝
５
名
以
内　

▼
任
期

＝
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で　

▼
選
考
方

法
＝
書
類
選
考　
▼
申
し
込
み
＝
３
月
３
日

（
火
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル・
郵
送
に
て
／
申
込
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.tahara.
aichi.jp/

）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　
▼
そ

の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

愛
知
県
男
女
共
同
参
画

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー　

受
講
生

　

さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
学

び
、
社
会
で
活
躍

で
き
る
女
性
を
養

成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

県
内
の
各
市
か
ら
来
る
受
講
生
の
皆
さ

ん
と
知
り
合
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
原
則
20
～
59
歳
の

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

▼
掲
載
場
所
＝
生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成

27
年
度
上
半
期
）
の
【
表
紙
】
２
枠
お
よ

び
【
裏
表
紙
】
10
枠
／
発
行
部
数
２
万

部　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料
＝

【
１
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×
横
８
・
５
㎝
、

表
紙
１
回
２
万
５
７
０
円
／
裏
表
紙
１
回

１
万
５
４
２
０
円
ほ
か
（
２
種
広
告
お
よ

び
割
引
制
度
あ
り
）　

▼
申
し
込
み
＝
２

月
27
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
署
名
・
押
印
し
た
も
の
に

広
告
原
稿
、
会
社
概
要
な
ど
を
添
付
し
て

直
接
提
出　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
の
際

に
は
、
募
集
要
項
な
ど
の
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
申
込
書
お
よ
び
募
集
要
項

な
ど
は
、
田
原
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
・
市
が

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協

女
性
で
、全
課
程
に
参
加
で
き
、セ
ミ
ナ
ー

修
了
後
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
り

組
み
を
行
え
る
方　

▼
期
間
＝
平
成
27
年

度
／
年
間
約
10
回
（
予
定
）　

▼
場
所
＝

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
東
区
）　

▼
内
容
＝
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
研

究
レ
ポ
ー
ト
・
報
告
書
作
成
な
ど　

▼
定

員
＝
２
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月

10
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／
担
当
者
と

の
面
談
あ
り　

▼
そ
の
他
＝
交
通
費
を
市

か
ら
支
給

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（
た
だ
し
、
親
子
講
座
は
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
校
高
学
年
と
そ
の
保
護

者
［
２
名
１
組
］）　

▼
コ
ー
ス
／
日
時
／

定
員
／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス

ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ

ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会

館
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
）　

※
休
館

日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

■iPad・パソコン教室
コース 日時 定員

（先着順） 受講料

はじめてのiPad体験講座 3／14土
9:30～11:30 5名

無料アプリを使ったiPad活用講座 3／14土
13:30～15:30 5名

親子で名刺と名前シールを作ろう 3／15日
13:30～15:30 5組

※パソコンの環境　OS：Windows Vista　使用ソフト：Internet Explorer9　
Microsoft Word2010、Excel2010、ラベル屋さん／iPadは市側で用意します。
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い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
23
局
１
４
３
８

29
局
０
０
５
１

「
乙
女
の
食
卓
」～
東
三
河
の
香
り

を
添
え
て
～　

参
加
者

　

東
三
河
地
域

８
市
町
村
の
農

畜
水
産
物
を
用

い
た
食
材
を
活い

か
し
た
、「
新

感
覚 

フ
レ
ン
チ

フ
ル
コ
ー
ス
」
を

ご
賞
味
い
た
だ

き
ま
す
。
各
市
町
村
の
魅
力 

・
思
い
が
詰

ま
っ
た一品
と
の
出
会
い
や
料
理
か
ら
広
が
る

香
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
女
性
限
定 

（
女
性
に
同
伴
の
男

性
は
可
）　

▼
日
時
＝
２
月
28
日
（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時　

▼
場
所
＝ 
ホ

テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋
４
階T
ザ

H
E 

T

テ

ラ

ス

ERRA
CE R

ル

ー

ム

O
O

M

　

▼
定
員
＝
65
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加

料
＝
１
名
１
万
円
（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
18
日
（
水
）
ま
で
に

田
原
市
農
政
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tsc.co.jp/info/

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

樹
木
剪
定
講
習
会
受
講
者
・
会
員

▪
樹
木
剪
定
講
習
会

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
以
上

の
方
（
前
回
、

参
加
さ
れ
た
方

は
除
く
）　

▼
日
時
＝
３
月

14
日
（
土
）
午

前
10
時
～
午
後

３
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
＝
河
合
弘
久
氏　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
軍
手
、
剪
定
ば
さ
み
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▪
会
員
を
募
集

▼
対
象
＝
田
原
市
在
住
で
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方　

▼
入
会
説
明
会
＝
原
則
毎
月
15
日
前
後

（
２
月
は
２
月
17
日
火
、
３
月
は
３
月
12

日
木
）　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら

１
時
間
程
度　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

▪
仕
事
を
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
庭
木

の
剪
定
、
草
刈
、
清
掃
、
除
草
、
農
作
業
、

毛
筆
賞
状
書
き
な
ど
の
仕
事
を
募
集
し
て

otom
e/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼（
株
）サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
（
豊

橋
市
西
幸
町　

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ア
１
階
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
１
１
１
１

（
０
５
３
２
）44
局
１
１
２
２

cluster@
tsc.co.jp

生
活

LIFE

田
原
市
防
災
講
演
会
を
開
催

　

東
京
医
療
保
健
大
学
の
石
井
准
教
授
を

お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
災

害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
災
害
現
場

に
携
わ
っ
て
き
た
自
ら
の
経
験
を
も
と

に
、
災
害
時
の
避
難
所
の
あ
り
方
や
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、ご
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
や
ご
家
庭
の
防
災
対
策
の
一
助
と
し

て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
45
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館 
文
化
ホ
ー
ル　

▼
日
程
＝
【
午
後
１

時
35
分
～
】
平
成
26
年
度
田
原
市
自
主
防

災
活
動
推
進
地
区
活
動
事
例
発
表
（
田
原

東
部
校
区
、
赤
羽
根
校
区
）【
午
後
２
時

15
分
～
】
防
災
講
演
会
（
講
師
：
東
京
医

療
保
健
大
学
看
護
学
科
准
教
授　

石
井
美

恵
子
氏
／
演
題
：
災
害
へ
の
備
え
～
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
）　

▼
定
員
＝
３
８
０

名（
先
着
順
）　

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
不
要　

▼
そ
の
他
＝
聴
講
さ
れ

た
方
に
粗
品
（
防
災
用
品
）
を
進
呈

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
申
請
受
付
が
停
止
し
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
各
種
申

請
・
届
出
を
行
う
「
あ
い
ち
電
子
申
請
・

届
出
シ
ス
テ
ム
」
が
、
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
、新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

　

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え
に
伴
い
、

次
の
期
間
は
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
請
受
付

を
停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
こ
の
期
間
は
窓
口
で
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

▪
申
請
受
付
停
止
期
間

　

３
月
１
日
（
日
）
～
31
日
（
火
）

※
３
月
20
日
（
金
）
ま
で
は
、
ロ
グ
イ
ン

し
て
過
去
の
申
請
状
況
な
ど
が
確
認
で
き

ま
す
。

▪
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
請
受
付
開
始
日

　

４
月
１
日
（
水
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
６
１

23
局
０
１
８
０

jyosys@
city.tahara.aichi.jp
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だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐピ

ー
エ
ムＭ
２
・
５
）の

注
意
喚
起　

発
令
時
に
は
ご
注
意
を

Ｐ
Ｍ
２･

５
は
と
て
も
小
さ
な
粒
子
で
す

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
濃
度
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
喚
起
発
令
の
際
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

❖
注
意
喚
起
を
行
う
場
合
の
判
断
方
法

◦
県
内
を
３
区
域(

尾
張
、
西
三
河
、

東
三
河)
に
分
け
、
区
域
ご
と
に
判

断
さ
れ
ま
す
。（
田
原
市
は
、
東
三

河
区
域
で
す
。）

◦
区
域
ご
と
の｢

早
朝
午
前
５
時
～
７

時｣

の
１
時
間
値
の
平
均
値
が
85
μ

ｇ
／
㎥
を
超
え
た
場
合
に
発
令
さ
れ

ま
す
。

◦
区
域
ご
と
の｢

午
前
５
時
～
正
午｣｢
午

前
５
時
～
午
後
１
時｣｢

午
前
５
時
～

午
後
２
時｣｢

午
前
５
時
～
午
後
３
時｣

お
よ
び｢

午
前
５
時
～
午
後
４
時｣

の

各
時
間
帯
の
１
時
間
値
の
平
均
値
が

80
μ
ｇ
／
㎥
を
超
え
た
場
合
に
、随
時
、

発
令
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
は
３
月
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者

肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

は
、
も
う

お
済
み
で

す
か
。

　

今
年
度

の
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
３
月

31
日
（
火
）
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▪
平
成
26
年
度
の
対
象
者

　

田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
過
去
に
23
価

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
筴

膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
を
接

種
し
て
い
な
い
方
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
①
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
０
０
歳
以
上
の
方

②
60
歳
～
64
歳
の
方
で
心
臓
、
腎
臓
ま
た

は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
で
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
方

▼
そ
の
他
＝
対
象
の
方
に
は
、
９
月
に
個

人
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
し
た
方

へ
は
再
発
行
を
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

❖
注
意
喚
起
情
報
発
令
時
の
注
意
事
項

◦
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

◦
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦
窓
の
開
閉
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦
外
出
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ

る
方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
ご
高
齢
の

方
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎
重
に

行
動
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

「
広
報
た
は
ら
」
声
の
広
報

「
広
報
あ
い
ち
」
音
声
コ
ー
ド
版

　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
向
け
に
、「
広
報

た
は
ら
」
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
音

声
を
吹
き
込
ん
だ
声
の
広
報
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
広
報
あ
い
ち
」
の
音

声
コ
ー
ド
版
も
あ
り
ま
す
。

　

貸
し
出
し
ま
た
は
個
人
宅
へ
の
送
付
を

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。　

▼
広
報
秘
書
課

☎
22
局
０
１
３
８

23
局
１
６
９
１

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

新
小
学
校
１
年
生
の

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

　

４
月
に
小
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
お

子
さ
ん（
平
成
20

年
４
月
２
日
～
平

成
21
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）の
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」

の
有
効
期
限
は
、３
月
31
日
（
火
）
で
す
。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
「
子
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
更
新

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に

申
請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
更
新
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
す
る
際
に

は
、
必
ず
お
子
さ
ん
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
ま

た
は
４
級
（
腎
臓
機
能
障
害
）、
４
～
６

級
（
進
行
性
筋
萎
縮
症
）、
療
育
手
帳
Ａ

ま
た
は
Ｂ
判
定
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受

給
者
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

医
療
、
母
子
家
庭
等
医
療
へ
の
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
の
で
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０
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【
崋
山
会
】
学
童
書
道
展
を

開
催
し
ま
す

　
（
公
財
）
崋

山
会
で
は
、
幕

末
の
先
覚
者
渡

辺
崋
山
先
生
の

遺
徳
を
顕
彰
す

る
た
め
、
学
童

書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

作
品
は
、
市
内
の
習
字
教
室
に
通
う
学

童
た
ち
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
21
日
（
土
）
～
３
月
１
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
２
月
23

日
（
月
）
は
休
館　

▼
表
彰
式
＝
２
月
22

日
（
日
）
午
前
11
時
～　

▼
場
所
＝
崋
山

会
館　

▼
観
覧
料
＝
無
料　

▼
後
援
＝
田

原
市
教
育
委
員
会
、
田
原
市
文
化
協
会

▼（
公
財
）
崋
山
会
事
務
局

☎
22
局
１
７
０
０

【
崋
山
会
】
新
春
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

　
（
公
財
）
崋
山
会
で
は
、
幕
末
の
文
人

画
家
で
あ
る
渡
辺
崋
山
先
生
を
し
の
び
、

新
春
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　

平
成
19
年
６
月
の
改
正
教
育
職
員
免
許

法
の
成
立
に
よ
り
、
現
在
、
教
員
免
許
更

新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教

壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
生
年
月

日
に
応
じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

　

免
許
の
期
限
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な
方
は
、
申

し
込
み
や
確
認
申
請
の
手
順
な
ど
に
つ
い

て
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

shotou/koushin/003/index.htm

◆
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/0000023795.

htm
l

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
教
員
免

許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
７
７
２

▼
日
時
＝
２
月
11
日
（
水
・
祝
）
～
20

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
／

初
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
／
２
月
16
日
（
月
）
は
休
館　

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
＝
２
月
11

日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
～　

▼
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
＝
２
月
15
日
（
日
）
午
前
10

時
～　

▼
場
所
＝
崋
山
会
館　

▼
観
覧
料

＝
無
料　

▼
展
示
物
＝
絵
画
、
書
、
古
美

術
品
な
ど　

▼
後
援
＝
田
原
市
教
育
委
員

会
、
田
原
市
文
化
協
会

▼（
公
財
）
崋
山
会
事
務
局

☎
22
局
１
７
０
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

  

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
の
保
有
者
）
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

東
三
河
地
域
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
約

１
０
０
０
名
い
ま
す
。
失
敗
や
悩
み
を
乗

り
越
え
た
体
験
談
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
ト
ピ
ア
（
豊
橋
市
前
畑
町
）　

▼
内
容
＝
【
講
演
１
】
外
科
医
の
立
場
か

ら
（
講
師
：
豊
橋
市
民
病
院
一
般
外
科
・

肛
門
外
科
部
長　

柴
田
佳
久
氏
）【
講
演

２
】
ス
ト
ー
マ
周
囲
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ

い
て
（
豊
川
市
民
病
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師　

桝
谷
佐
紀
子
氏
）【
講
演

３
】
体
験
談　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
つ
つ
じ
の
会
田
原
支
部
（
鈴
木
）

☎
22
局
３
３
４
７

奥
三
河
精
神
障
害
者

家
族
の
集
い
を
開
催
し
ま
す

　

精
神
傷
害
者
を
持
つ
家
族
の
皆
さ
ん
へ

の
お
力
添
え
の
た
め
、
心
の
病
と
精
神
障

害
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開

催
し
ま
す
。

　

奥
三
河
が
愛
知
県
の
医
療
・
福
祉
圏
域

と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
病
に
い
か
に
対
処
し

て
い
っ
た
ら
い
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
２
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所
＝
新
城
市
文
化
会
館

３
０
１
講
習
室
（
新
城
市
字
下
川
１
番
地

１
）　

▼
内
容
＝
こ
こ
ろ
の
病
の
回
復
と

地
域
生
活
【
講
演
１
】
地
域
で
の
生
活
と

障
害
年
金　
（
講
師
：
社
会
保
険
労
務
士

中
島
由
恵
氏
）【
講
演
２
】
こ
こ
ろ
の
病

と
平
等
・
社
会
参
加　
（
講
師
：
愛
家
連

会
長　

木
全
義
治
氏
）　

▼
定
員
＝
86
名

（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
県
精
神
障
害
者
家
族

会
連
合
会
愛
家
連
東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
会

☎（
０
５
３
３
）93
局
６
０
３
４
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２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

　
「
北
方
領
土
の
日
」
は
、
北
方
領
土
問

題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
さ

ら
に
深
め
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

の
全
国
的
な
盛
り
上
が
り
を
図
る
た
め
に

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）１
月
６
日
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。「
北
方
領
土
の
日
」
に

は
、
東
京
で
「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国

大
会
」
が
、
内
閣
総
理
大
臣
や
各
政
党
の

代
表
、
元
島
民
、
返
還
運
動
関
係
者
な
ど

の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
こ
の
日
を

中
心
に
し
て
全
国
各
地
で
多
彩
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

自
動
車
の
登
録
手
続
き
・
車
検
は

お
早
め
に

　

自
動
車
の
売
買
・
廃
車
・
住
所
変
更
な

ど
に
は
車
検
証
の
書
き
換
え
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

年
度
末
の

３
月
は
、
登

録
手
続
き
・

車
検
な
ど
が

集
中
し
、
大

変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
車
検
は
有
効
期
間
満
了
日
の
１
カ

月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
動
車

検
査
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ

ム
（https://w

w
w

.yoyaku.navi.
go.jp/pc/reservationT

op.do

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
手
続
き
に
伴
う
自
動
車
税
、
自

動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
県
税
豊
橋

駐
在
室
☎（
０
５
３
２
）32
局
６
７
７
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
運
輸
支
局
豊
橋
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
４
９

縦
覧

IS
P
EC
TIO
N
  FO

R
  P
U
B
LIC

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ

た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
２
月
23
日
（
月
）
～
３
月

９
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
縦
覧
場
所
＝
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役

所
南
庁
舎
３
階
総
務
課
内
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

税TA
X

軽
自
動
車
税
の
異
動
届

　

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
、

軽
自
動
車
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両

の
所
有
者
に
年
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
の
譲
渡
・
売
却
・
盗
難
・
廃
棄
・

所
有
者
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で
に

使
用
や
保
有
を
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

あ
っ
て
も
、
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
、
異

動
の
届
出
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
「
台
帳
上

の
所
有
者
」
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
３
月
は
、
軽
自
動
車
税
申
告
な
ど

の
関
係
か
ら
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
名
義
変
更
お
よ
び
廃
車

の
届
出
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
３
月
中
旬
ご

ろ
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▪
お
問
い
合
わ
せ

◦
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
１
２
５
㏄

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

◦
軽
二
輪
（
１
２
６
㏄
～
２
５
０
㏄
）

▼
愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
豊
橋
分
室

☎（
０
５
３
２
）34
局
４
６
０
１

◦
小
型
二
輪
（
２
５
１
㏄
以
上
）

▼
愛
知
運
輸
支
局
豊
橋
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
４
９

◦
軽
自
動
車

▼
軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所
豊

橋
支
所
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
７
１

※
名
義
変
更
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.keikenkyo.or.jp

）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
12
月
４
日
、
株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ

イ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
様
か
ら
環
境
保
全
活
動

の
た
め
、
金
８
万
５
６
１
９
円
。

▼
12
月
20
日
、
奈
良
岩
雄
様
（
秋
田
県
秋

田
市
）
か
ら
博
物
館
資
料
と
し
て
、
渡
辺

崋
山
筆
重
要
文
化
財
千
山
万
水
図
は
じ
め

31
点
。（
４
月
に
一
般
公
開
予
定
）

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
12
月
25
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
０
０
０
円
。

▼
１
月
７
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

３
万
円
。
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◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

2月 田原 FAN
～農業日本一の街からの発信～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45

広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～2/5木
田原市成人式

田原市消防出初式

2/6金～2/19木
招待給食

渥美郷土資料館企画展　ひな祭り展

2/20金～3/5木
渥美半島菜の花まつり・菜の花交流

フラワーバレンタイン企画

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

平成27年2月1日│　 │19│　 │19



2
月
1
日
日
〜

3
月
15
日
日

場
　
　
所
◆
田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

開
館
時
間
◆
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　 

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
◆
毎
週
月
曜
日

観
覧
料
◆
無
料

主 

催
◆
田
原
市
教
育
委
員
会
、田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

　
こ
の
展
覧
会
は
、江
戸
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
ひ
な
人

形
を
通
じ
て
、そ
の
時
代
や
風
俗
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
、今
回
で
29
回
目
を
迎
え
ま

す
。ひ
な
人
形
は
、明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、土

人
形
か
ら
男
び
な
、女
び
な
が
一
対
と
な
っ
た
衣
裳
飾

り
の
親
王
飾
り
ひ
な
人
形
に
移
り
変
わ
り
、大
正
の
末

ご
ろ
に
は
、御
殿
飾
り
の
ひ
な
人
形
が
登
場
し
、そ
し
て

現
在
の
屏
風
段
飾
り
ひ
な
人
形
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。

本
展
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
の
展
観
を
楽
し

く
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
形
が
飾
ら
れ
た
時
代

に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

着物を着て
おひなさま気分になろう

参加者募集！！【要
予約】

押絵ひな
高砂（翁・媼）

段飾り
昭和50（1975）年ごろ

県
内
の
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
を
め
ぐ
る

ひ
な
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
実
施
期
間
】●
2
月
7
日
土
〜
3
月
15
日
日

【
参
加
館（
予
定
）】●
渥
美
郷
土
資
料
館
、田
原
市

博
物
館
、豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館 

ほ
か
全
19
館

景品有
（先着順）

市
内
文
化
施
設
を
め
ぐ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
実
施
施
設
】●
渥
美
郷
土
資
料
館
、田
原
市
博

物
館
、吉
胡
貝
塚
資
料
館
、田
原
ま
つ
り
会
館
、中

央
図
書
館

「
福
江
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」開
催

本
展
に
あ
わ
せ
て
、福
江
校
区
各
所
に「
つ
る
し
飾

り
ロ
ー
ド
」が
出
現
し
ま
す
。（
制
作
：
福
江
小
学
校

児
童
、福
江
中
学
校
生
徒
ほ
か
）

【
展
示
期
間
】●
2
月
15
日
日
〜
3
月
15
日
日 景品有

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

古
田
町
岡
ノ
越
６

-

４（
渥
美
支
所
敷
地
内
）

☎
33
局
１
１
２
７

　http://w
w
w
.taharam

useum
.gr.jp/

３月１日■日 午前１０時～午後３時
渥美郷土資料館

対象●３歳～小学６年生まで
参加料●無料　定員●２０名

※事前に田原市博物館
（☎22局1720）へ

ご予約ください。

て
い
る
の
で
の
ん
び
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
内
に
は
、

所
々
に
ベ
ン
チ
が

設
置
さ
れ
て
お

り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
疲

れ
た
時
は
休
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
は
、
自
転

車
ブ
ー
ム
に
よ
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ま
だ
ま
だ
注
目
さ
れ
て
い
な
い
穴
場
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
白
浜
２
号
緑
地
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
広
大
な
敷
地

に
広
が
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
眺
め
、
潮
風
を

感
じ
な
が
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
、
生
活
の

中
に
運
動
を
取
り
入
れ
、
健
康
を
意
識
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
よ
ろ
し
く
カ
イ
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankotaishi/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

と
か
い
く
ん
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原

市
の
観
光
資
源
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
４
回
は
、ま
だ
ま
だ
注
目
さ

れ
て
い
な
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

に
つ
い
て
紹
介
す
る
カ
イ
。

★
白
浜
２
号
緑
地

　

白
浜
２
号
緑
地
は
臨
海
緑
地
の
中
に
あ

り
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
園
路
が
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
２
つ
の
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
る
と
約

５
０
０ｍ
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

し
易
い
長
さ
に
な
って
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ

り
ま
す
が
、
緩
や
か
な
た
め
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
始
め
た
ば
か
り
の
人
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ

う
と
し
て
い
る

人
に
も
走
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

園
路
は
平
坦

な
コ
ー
ス
に
な
っ

田原市の イ ベ ン ト

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
２
月
21
日
土
・
22
日
日　

フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム

場
所
▼
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
豊
橋
店

内
容
▼

1
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
＝
地
元
産
の
花
を
使
っ

た
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
展
示

2
東
三
河
の
花
の
展
示

3
花
の
楽
し
み
方
の
実
演
＝
寄
せ
植
え
や

洋
ら
ん
の
楽
し
み
方
を
実
演

4
花
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
管

楽
合
奏
「
た
の
し
み
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

の
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
「
和
太
鼓
ご

ん
べ
」
の
迫
力
あ
る
演
奏

5
花
屋
さ
ん
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

6
即
売
会
＝
切
花
・
鉢
物
な
ど
を
即
売
／

苔
玉
の
実
演
と
即
売

7
お
楽
し
み
抽
選
会
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

者
に
抽
選
で
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
が
当
た
る

8
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
＝
展
示
し
た
切
花
、
鉢

花
、
観
葉
植
物
を
せ
り
売
り
で
販
売

9
フ
ラ
ワ
ー
ス
テ
ー
ジ
＝
花
の
プ
ラ
ン
タ

ー
の
展
示（
駐
車
場
内
）

▼
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
実
行
委
員
会
事
務

局
（
豊
橋
市
農
業
支
援
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

2◉
２
月
11
日
水
・
　
　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・（
公
財
）崋
山
会
で
は
、

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
２

－

椿つ
ば
き

椿ち
ん
ざ
ん山

の
日
記
か
ら

4

白谷海浜公園

白谷公民館
白谷海浜
公園東

白谷

白浜2号緑地
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2
月
1
日
日
〜

3
月
15
日
日

場
　
　
所
◆
田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

開
館
時
間
◆
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　 

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
◆
毎
週
月
曜
日

観
覧
料
◆
無
料

主 

催
◆
田
原
市
教
育
委
員
会
、田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

　
こ
の
展
覧
会
は
、江
戸
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
ひ
な
人

形
を
通
じ
て
、そ
の
時
代
や
風
俗
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
、今
回
で
29
回
目
を
迎
え
ま

す
。ひ
な
人
形
は
、明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、土

人
形
か
ら
男
び
な
、女
び
な
が
一
対
と
な
っ
た
衣
裳
飾

り
の
親
王
飾
り
ひ
な
人
形
に
移
り
変
わ
り
、大
正
の
末

ご
ろ
に
は
、御
殿
飾
り
の
ひ
な
人
形
が
登
場
し
、そ
し
て

現
在
の
屏
風
段
飾
り
ひ
な
人
形
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。

本
展
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
の
展
観
を
楽
し

く
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
形
が
飾
ら
れ
た
時
代

に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

着物を着て
おひなさま気分になろう

参加者募集！！【要
予約】

押絵ひな
高砂（翁・媼）

段飾り
昭和50（1975）年ごろ

県
内
の
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
を
め
ぐ
る

ひ
な
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
実
施
期
間
】●
2
月
7
日
土
〜
3
月
15
日
日

【
参
加
館（
予
定
）】●
渥
美
郷
土
資
料
館
、田
原
市

博
物
館
、豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館 

ほ
か
全
19
館

景品有
（先着順）

市
内
文
化
施
設
を
め
ぐ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
実
施
施
設
】●
渥
美
郷
土
資
料
館
、田
原
市
博

物
館
、吉
胡
貝
塚
資
料
館
、田
原
ま
つ
り
会
館
、中

央
図
書
館

「
福
江
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」開
催

本
展
に
あ
わ
せ
て
、福
江
校
区
各
所
に「
つ
る
し
飾

り
ロ
ー
ド
」が
出
現
し
ま
す
。（
制
作
：
福
江
小
学
校

児
童
、福
江
中
学
校
生
徒
ほ
か
）

【
展
示
期
間
】●
2
月
15
日
日
〜
3
月
15
日
日 景品有

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

古
田
町
岡
ノ
越
６

-

４（
渥
美
支
所
敷
地
内
）

☎
33
局
１
１
２
７

　http://w
w
w
.taharam

useum
.gr.jp/

３月１日■日 午前１０時～午後３時
渥美郷土資料館

対象●３歳～小学６年生まで
参加料●無料　定員●２０名

※事前に田原市博物館
（☎22局1720）へ

ご予約ください。

◉
２
月
22
日
日

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容
▼J

ジ
ャ
ジ
ィ

azzy N
ナ
イ
ト

ight i

イ
ン

n A

ア

ツ

ミ

tsum
i

～
ゆ

く
冬　

く
る
春
～

出
演
▼U

ユ
ニ
ッ
ト
セ
ブ
ン

N
IT

7

（
ピ
ア
ノ
、
ド
ラ
ム
ス
、
ベ

ー
ス
、
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ル

ー
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ト
ラ
ンペッ
ト
）

入
場
料
▼
１
０
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
１
１
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
２
月
12
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

3◉
３
月
１
日
日

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象
▼
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

コ
ー
ス
▼
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺 

　

約
６
・
５
㎞

集
合
場
所
▼
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▼
１
名
１
０
０
円（
当
日
、受
付
に
て
）

申
し
込
み
▼
２
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
①

ス
ポ
ー
ツ
課
、
田
原
・
赤
羽
根
文
化
会

館
、
渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
用
紙
配

布
先
に
提
出
②
住
所・氏
名・生
年
月
日・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

sports@
city.tahara.aichi.jp

◉
３
月
１
日
日

「
あ
さ
り
王
国
」
あ
さ
り
料
理
グ
ラ
ン
プ

リ
in
日
間
賀
島

　

Ｇゴ

ー

ゴ

ー

Ｏ
Ｇ
Ｏ
三
河
湾
協
議
会
（
田
原
市
・

蒲
郡
市
・
西
尾
市
・
南
知
多
町
で
構
成
）

に
よ
り
、
三
河
湾
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
開
催
し

ま
す
。

時
間
▼
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所
▼
南
知
多
町
日
間
賀
中
学
校

内
容
▼
田
原
市
・
蒲
郡
市
・
西
尾
市
・
南
知

多
町
の「
あ
さ
り
料
理
」が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
競

う
／
田
原
市
か
ら
は「
渥
美
あ
さ
り
の
押
し

寿
司
」「
渥
美
半
島
の
め
ぐ
み
ぴ
り
辛
煮
込

み
」が
出
店
／
グ
ラ
ン
プ
リ
店
に
投
票
し
た

参
加
者
に
、
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

参
加
料
▼
１
５
０
０
円
（
あ
さ
り
料
理
５

食
分
）
※
日
間
賀
島
へ
の
往
復
船
賃
が

別
途
必
要
（
参
加
者
は
、
師
崎
～
日
間

賀
島
往
復
船
賃
１
０
０
０
円
で
利
用
可
）

申
し
込
み
▼
２
月
７
日
（
土
）
か
ら
み
か

わ
de
オ
ン
パ
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

taikenplan.jp/

）
ま
た
は
電
話
に
て

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６
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野
菜
を
も
り
も
り
食
べ
て
健
康
に
！

▪
野
菜
摂
取
量
は
愛
知
県
が
ワ
ー
ス
ト
１ 

   

平
成
24
年
度
国
民
・
健
康
栄
養
調
査
に

よ
る
と
、
愛
知

県
民
の
野
菜
摂

取
量
の
平
均
値

が
男
女
と
も
最

下
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。
お

い
し
い
野
菜
が

身
近
に
あ
り
、

農
業
が
盛
ん
な

田
原
市
か
ら
す

る
と
、
意
外
な

結
果
で
す
ね
。

▪
野
菜
の
摂
取
は
１
日
３
５
０
ｇ

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
と
い
っ
た
栄
養
素
は
生

活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
症
、
脳
卒
中
、

が
ん
等
を
予
防
す
る
働
き
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
十
分
摂
取
す
る

た
め
に
は
１
日
３
５
０
ｇ
、
野
菜
料
理
に

す
る
と
５
皿
分
の
量
が
必
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
調
査
結
果
を
み
る
と
愛
知
県

は
男
女
と
も
１
０
０
ｇ
以
上
不
足
し
て
お

り
、
１
位
の
長
野
県
と
比
較
す
る
と
大
き

な
差
が
あ
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
、
野

菜
３
５
０
ｇ
ま
た
は
１
日
５
皿
を
目
標

に
、
毎
日
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▪
田
原
産
の
野
菜
を
食
べ
て
健
康
に

   

田
原
市
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
ト
マ
ト
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
セ
ロ

リ
な
ど
、
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
野
菜

の
産
出
額
を
誇
り
ま
す
。
身
近
に
と
れ
る

旬
の
野
菜
は
、栄
養
価
が
高
く
新
鮮
で
す
。

地
元
で
と
れ
る
お
い
し
い
野
菜
を
も
り
も

り
食
べ
、
野
菜
摂
取
ナ
ン
バ
ー
１
の
健
康

で
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

2月8日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
田原歯科クリニック ☎23局1626

2月11日（水・祝）
昭和医院 ☎32局3749
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

2月15日（日）
北山クリニック ☎23局3946
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
仲谷歯科 ☎23局2327

2月22日（日）
朽名医院 ☎33局0162
きまた眼科 ☎23局1092
伊藤歯科医院 ☎22局1104

3月1日（日）
國見医院 ☎22局0756
まち眼科 ☎22局2710
木村歯科医院 ☎22局0404

月　日 当直医 電話番号

3月8日（日）
藤岡医院 ☎32局1515
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
鈴木歯科医院 ☎32局0239

3月15日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

3月21日（土・祝）
岡田医院 ☎37局0001
藤井歯科医院 ☎45局2123

3月22日（日）
富永医院 ☎23局1316
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
かわい歯科 ☎24局0080

3月29日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
渡辺歯科医院 ☎32局3561

●野菜摂取量の平均値（g/日）
男性 女性

第1位 長野県（379ｇ） 長野県（365ｇ）
第2位 島根県（358ｇ） 島根県（323ｇ）
第3位 新潟県（333ｇ） 東京都（312ｇ）
最下位 愛知県（243ｇ） 愛知県（240ｇ）

平成24年度国民・健康栄養調査より

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） 3 月   7日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） 3 月 11日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 3 月 10日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
８～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
3 月 13日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）3 月　2日（月）  9：00 ～ 10：30　 あつみライフランド

煮もの

野菜サラダ 1皿＝野菜70ｇ

きんぴら

みそ汁 おひたし

野菜350g
1日5皿分を
目標に！

平成27年2月1日 │　 │22



図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

2月 ▼2日月、９日月、13日金、16日月、23日月
3月 ▼2日月、９日月、13日金、16日月、23日月
　　　３０日月

●中央図書館
　一　般▶2月14日土～3月12日木  「にじいろサービス
　　　　　　　　　　　　　　　　　  はじめます」
　子ども▶2月14日土～4月9日木 　「なかよし かぞく」

●赤羽根図書館
　一　般▶2月14日土～3月12日木  「あま～い」
　子ども▶2月14日土～3月12日木  「みんな、なかよし！」

●渥美図書館
　一　般▶2月14日土～3月12日木  「いろいろつくる」　
　子ども▶2月14日土～3月12日木  「ながーいもの」

◎シンポジウム
「食べて・読んで・つくって 杉浦明平から
考える渥美半島ルネッサンス」

▼開催日時＝3月15日日午後1時30分～

▼場所＝渥美図書館

▼定員＝30名（先着順）

▼内容＝①井口貢氏（同志社大学政策学部教授）、別所
興一氏（『杉浦明平を読む』編著者）と嶋津隆文田原市教
育長の座談会②杉浦明平寄贈図書室とシンポジウム関
連展示の見学（解説付）

▼申し込み＝2月１7日火午前１０時15分～渥美図書館
カウンターまたは電話にて。（初日の電話申し込みは午
前１０時30分～）
▶問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

◎渥美図書館が変身しました！
渥美図書館は多くの皆さんに支えられ、昨年６月に開館
２０周年を迎えました。
これを機に、より快適で魅力的な図書館にするために、
市民の皆さんから寄せられたご意見、アイディアを取り
入れ、リニューアルを行いました。
新しい渥美図書館へぜひお越しください。

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．招き猫は、あげている手によってご利益が違
うと聞いたが、どう違うのか。

◎調べるキーワード
「えんぎもの」「しきたり・ちえ」
「まねきねこ」

A．日本の招き猫の由来に
ついては諸説あります。一般的には右手をあげて
いる猫は金運を、左手をあげている猫はお客を呼
び込むといわれています。		
　その他、ペアでの飾り方や手の高さの違い、カ
ラフルな招き猫や外国の招き猫などについても紹
介されています。				  
◎調べた本

『知っているとうれしいにほんの縁起物』広田千
悦子／著　徳間書店 387/ ﾋ『日本人のしきた
り』飯倉晴武／編　青春出版社 386.1/ ｲ『縁
起物』岩上力／著　光村推古書院　387/ ｲ『右
手をあげる招き猫』三橋健／著　ＰＨＰ研究所
387/ ﾐ

『伝わっているか？』
小西利行／著
宣伝会議　361.45/ ｺ

仕事も、恋愛も、日常も。「伝える」
のではなく、「伝わる」言葉を意識す
れば、コミュニケーションはうまくいく。

『結婚』
橋本治／著　　　
集英社　913.6/ ﾊｼ 

いろいろな人のさまざまな言葉に心
は揺れるけど、本来は個人的なこと
なのです。自分がどうありたいかが、
なによりも大切。

◦学習室 ◦リフレッシュコーナー
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◉工作「アイロンビーズ」
開催期間◦2月24日火～3月1日日午後
1時30分～
対象◦小学生以上
材料費◦10円
◉チャレンジ「すうどく」
開催期間◦2月10日火～15日日

スポーツ課☎２３局3531

1

2

3

❶両足を肩幅に開いて
立ち、右手を頭の後ろ、
左手を腰に当て、鼻か
らゆっくりと息を吸う。

❷吸いきったら、息を口か
ら吐きながら、ひじを持
ち上げるように体の側
面を伸ばす。

❸息を吐ききったら、①の
姿勢に体を戻し、右手と
左手を反対にして同様
に行う。

※①～③を１０回程度繰
り返す。

肺を伸び縮みさせる筋肉のことを呼吸筋といい、加齢や
運動不足で硬くなってしまうと息苦しさの原因となりま
す。呼吸筋ストレッチを行うことで、息苦しさの解消、さら
には手足がポカポカになるといった効果もあります！

手足ぽかぽか！
冬の若返りスト

レッチ②

77
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　お正月のお餅が残ってしま
いました。餅を使った料理を教え
てください。

◉子育て講座ハグ
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ
日時◦2月18日水午前10時～
テーマ◦心のピントの合わせ方
◉親子リトミック
親子でリズムに合わせてからだを動かし
てみよう！
日時◦【首すわり～１歳半頃】2月20日
金午前10時30分～【１歳半頃～就園
前】2月24日火午前10時30分～

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

2 月のお休み

2月2日月、9日月、16日月、23日
月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

真剣勝負の高校生です

       　　 餅のミニ春巻き（8個）

【材料】餅2個、春巻きの皮2枚、焼き海苔1枚、
明太子1腹

【作り方】①お餅と春巻きの皮を4等分に切る。
焼き海苔は1枚を8等分に切る。明太子は切り
込みを入れ、中身をしごき出す。
②春巻きの皮に焼き海苔を重ね、明太子を塗
り、お餅をのせて巻き、巻き終わりを水で止め
る。
③フライパンにサラダ油をひき、弱めの中火
で熱し、お餅に火が通るまで揚げ焼きをする。
※焼き海苔をしそ、明太
子を柚子こしょうや梅肉
に変えるなど、アレンジ
をして色々な味を楽しみ
ましょう。

▶広報秘書課☎ 22 局 0138
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●人身19件（267件）
●負傷18人（262人）
●死亡1人（5人）
●物損127件（1487件）

●火災2件（36件）
●救急193件（2241件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗7件（44件）
●乗物盗3件（63件）
●非侵入盗8件　（134件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

12月

の今月　納税・使用料

2

月3月　2日

水２月25日

固定資産税・都市計画税
（第４期分）

水道料・下水道使用料金
（１２・１月分）

後期高齢者医療保険料
（第８期分）

国民健康保険税
（第８期分）

介護保険料
（第６期分）

口座引落日

納期限

◉交通安全への願いを込めて交通安全観音供養　

　年末の交通安全県
民運動中の１２月８日、
９日の両日、市内３カ
所で交通安全観音供
養が行われました。
　交通安全観音は、
１９５８年の愛岐道路
開通を機に製作されたものであり、全国各地に送られて
います。田原市内には１９７３年に加治町へ８１体目が、
福江町に８３体目が、そして翌１９７４年に９１体目となる
観音像が赤羽根町に設置されました。観音像は高さ１．
２メートルの陶製で、背面に「祈・交通安全」と記され、毎
年年末に田原署員や地域の方々が参加して事故の犠
牲者を供養しています。

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

公
共
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

す「
田
原
市
公
共
○
○
○
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

２　

2
月
21
日
（
土
）、
若
戸
市
民
館
で

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
避
難
所

○
○
○
○
・
運
営
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

３　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
微
小
粒
子
状

○
○
○
○
（
Ｐ
Ｍ
２
・５
）
の
濃
度
が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

喚
起
発
令
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４　

個
人
が
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1

年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る
県
と
市
の

税
金
、
○
○
○
○
○
税
の
申
告
が
必
要

な
方
は
、確
定
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
２
月
19
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
１
月
号
の
答
え
】
お
と
し
だ
ま
（
応
募

総
数
45
通
中
、
正
解
45
通
、
当
選
者
の
方

の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
毎月１回、宅内の漏水チェックを行いましょう

91.7%

平成16～25年度の
過去10年間の平均貯水率

平成26年度の貯水率

水質は良好な状態です。これからも川をきれいにするよう心がけましょう。
●市内5河川の水質調査結果

ＢＯＤ（㎎/ℓ）

11月 1月 3月 5月 7月 9月 11月

汐川環境基準（目標）10㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

1

2

3

4

平成27年2月1日│　 │25



勢いのある表情、手足
の動きが表現できまし
た。色を工夫しながら
彫ることができました。

評 評
しゅん　や

クレヨンと絵の具を上手
に使って、主人公の明る
い表情をのびのびと描け
ました。

評 サッカーを楽しそうにしている様子が伝
わってきますね。

　　　　　　　たの　　　　　　　　　　　　　　　　  よう　す        つた

評あっという間に編み上げ、温かそうなマフラー
ができましたね。

ま　　　 あ　　　 あ　　　  あたた

版画 水彩画

若戸小学校3年

伊藤旬哉くん

サッカー教室でゴールを入れ
たのがうれしかったよ。

 

泉保育園

北野和希くん（6歳）

毛糸で編むのが楽しかった
よ。

泉保育園

松下ななせ ちゃん（6歳）

きょうしつ                             い

 かず  　き

巻口

　修代
 先生

 け いと　　　あ　　　　　　  たの　　　　　　　　　
　　　　　

若戸小学校6年

河合慶太郎くん
けい　 た    ろう

本誌は再生紙を使用しています。

64,702人　総人口

32,673人　男性

32,029人　女性

21,917世帯世帯数

43人出生 69人死亡

147人転入 159人転出

-38人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成27年1月1日現在）

※増減は12月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
１
月
10
日（
土
）

に
は
な
の
き
広
場

で
開
催
さ
れ
た
、

消
防
出
初
式
。消

防
本
部
、消
防
署
、

消
防
団
が
参
加
し
ま
し
た
。分
列
行

進
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、消
防
職
員
に

よ
る
階
梯
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。中
で
も
観
客
の
目
を
引
い
て

い
た
の
が
、田
原
赤
石
幼
稚
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

特
別
演
技
で
し
た
。雨
上
が
り
の
寒

風
が
吹
く
中
、火
の
用
心
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、元
気
い
っ
ぱ
い
演
技
を

披
露
し
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
き
、暖
房
を
使
う
機
会
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
守
る
た
め
、火
の
元
に
は
十
分

に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。（
Ｍ
）

▼
年
末
年
始
は
火
災
に
よ
る
痛
ま
し

い
報
道
を
耳
に
し
ま
し
た
。一
人
の

大
人
と
し
て
、火
気
を
扱
う
時
は
こ

れ
ま
で
に
以
上
に
注
意
を
払
い
た
い

と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】消
防
出
初
式
で
の
田
原
赤
石
幼

稚
園
児
に
よ
る
特
別
演
技
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